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寛政３年（1791年）、美郷町九日市に生まれ、
儒学を頼山陽に、画を中林竹洞に学び、浜田
藩へも招かれて講義を行ったとされる人物、
佐和華谷の作品展を３月４日㈯から10日㈮
までみさと館で開催しました。初日は町内外
から81名の来場者が足を運びました。

佐和華谷展開催
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魅
力
は
ど
こ
に
で
も
あ
る

　
美
郷
の
暮
ら
し
、
遊
び
、
楽
し
み
を

体
験
で
き
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
あ
る
こ
と

を
ご
存
知
で
す
か
？
観
光
協
会
が
２
０

１
３
年
か
ら
行
っ
て
い
る
「
み
さ
と
・

み
ち
く
さ
日
和
」
で
す
。
私
た
ち
が
普

段
何
気
な
く
や
っ
て
い
る
こ
と
や
受
け

継
い
で
き
た
こ
と
な
ど
、
魅
力
は
“
当

た
り
前
”
の
中
に
詰
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
プ
ロ
グ
ラ
ム
数
は
２
０
１
３
年
に
は

11
だ
っ
た
の
が
、
翌
年
の
２
０
１
４
年

か
ら
は
20
前
後
へ
と
増
え
ま
し
た
。
案

内
人
の「
こ
ん
な
こ
と
を
し
て
み
た
い
」

「
た
く
さ
ん
の
人
に
知
っ
て
も
ら
い
た

い
」
と
い
う
思
い
が
ど
ん
ど
ん
形
に
な

っ
て
い
ま
す
。

参
加
者
を
分
析

　
２
０
１
６
年
に
実
施
さ
れ
た
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
参
加
者
を
分

析
し
て
み
ま
し
た
。
町
内
か
ら
の
参
加

と
町
外
か
ら
の
参
加
は
概
ね
半
々
で

す
。男
性
よ
り
も
女
性
の
参
加
が
多
く
、

年
代
と
し
て
は
60
代
以
上
の
方
が
半
数

を
占
め
て
い
ま
す
。
み
ち
く
さ
日
和
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
平
日
に
組
ま
れ
て
い
る

み
さ
と・み
ち
く
さ
日
和

―
美
郷
の
魅
力
再
発
見
―

「
美
郷
町
に
は
何
も
な
い
」

そ
ん
な
風
に
思
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

ち
ょ
っ
と
み
ち
く
さ
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

魅
力
的
な
何
か
に
・
誰
か
に
出
会
え
る
は
ず
で
す
。

そ
ん
な
体
験
が
気
軽
に
で
き
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
。

そ
れ
が
『
み
さ
と
・
み
ち
く
さ
日
和
』。

特　集
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も
の
も
あ
る
の
で
、
現
役
を
退
い
た
方

の
参
加
が
多
い
の
も
頷
け
ま
す
。

　
同
行
者
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で

は
３
割
の
方
が
１
人
で
参
加
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
女
性
は
友

人
と
一
緒
に
参
加
す
る
割
合
が
半
数
を

占
め
て
い
ま
し
た
が
、
昨
年
と
比
べ
る

と
１
人
で
参
加
す
る
方
が
増
え
た
よ
う

で
す
。

　
「
２
０
１
６
年
は
前
年
に
比
べ
て
参

加
者
の
数
は
減
り
ま
し
た
が
、
町
外
か

ら
の
フ
ァ
ン
や
リ
ピ
ー
タ
ー
が
増
え
て

い
る
感
が
あ
る
」
と
語
る
の
は
美
郷
町

観
光
協
会
の
板
垣
麻
美
さ
ん
。
食
事
・

宿
泊
・
買
い
物
・
他
の
イ
ベ
ン
ト
と
の

相
乗
効
果
も
増
や
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
し
ま
ね
田
舎
ツ
ー
リ
ズ
ム
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
実
施
年
と
比
べ
、
参
加
者
数

は
減
り
ま
し
た
が
、
も
っ
と
参
加
者
数

を
増
や
す
た
め
に
は
ど
う
す
れ
ば
良
い

か
試
行
錯
誤
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
参
加
者
の
満
足
度
は
平
均
で
95
点
と

い
う
高
得
点
で
し
た
。
参
加
者
だ
け
で

な
く
案
内
人
も
楽
し
ん
で
い
た
こ
と
が

満
足
度
に
繋
が
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
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案
内
人
の
想
い

　
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
案
内
人
は
ほ
と

ん
ど
が
美
郷
町
民
。
一
か
ら
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
作
り
上
げ
、
実
施
す
る
に
は
さ
ま

ざ
ま
な
苦
労
が
と
も
な
い
ま
す
。

　
し
か
し
そ
ん
な
苦
労
を
押
し
切
っ
て

ま
で
案
内
人
を
す
る
動
機
と
は
。

　
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
で
一
番
多
か
っ

た
の
は
「
地
域
を
盛
り
上
げ
た
い
」
と

い
う
回
答
で
し
た
。
み
さ
と
・
み
ち
く

さ
日
和
に
は
そ
ん
な
案
内
人
た
ち
の
想

い
が
詰
ま
っ
て
い
る
の
で
す
。

　
そ
し
て
、次
い
で
多
か
っ
た
の
が「
出

会
い
や
つ
な
が
り
が
欲
し
い
」
と
い
う

回
答
で
す
。
み
ち
く
さ
日
和
で
つ
な
が

り
が
生
ま
れ
た
の
は
案
内
人
と
参
加
者

だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
毎
年
「
ふ
り

返
り
会
」
を
行
う
こ
と
で
案
内
人
同
士

の
つ
な
が
り
も
生
ま
れ
ま
す
。
こ
の
つ

な
が
り
に
よ
り
合
同
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が

誕
生
す
る
な
ど
、
新
た
な
連
携
や
交
流

に
発
展
し
て
い
ま
す
。

　
参
加
者
が
楽
し
む
だ
け
で
な
く
案
内

人
の
想
い
を
尊
重
し
、
さ
ら
に
発
展
さ

せ
る
。
み
さ
と
み
ち
く
さ
日
和
の
素
敵

な
と
こ
ろ
で
す
。
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◆２０１６年◆
プログラムの一部を紹介

◀『旧家を訪ねる
　　　～本林家と前林家～』
案内人：林朋宏さん、林諄さん
元禄時代に粕渕に移住し幕末の本陣を務
めた林（本林）家と分家として醤油醸造
業を営んだ林（前林）家を訪ねるプログ
ラム。とても人気のプログラムで参加者
の数は最多を記録しました。

◀『ふたつの滝のそばで炭火焙煎のあと
の絶景コーヒー』
案内人：三上慎太郎さん、平川洋さん
蟠龍峡を散策した後、生豆から焙煎し、
挽きたてのコーヒーを堪能しました。

単位：人
複数回答可
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特集　みさと・みちくさ日和－美郷の魅力を再発見－

　
昨
年
ま
で
『
み
さ
と
み
ち
く
さ
日

和
』
は
秋
に
実
施
さ
れ
て
き
ま
し
た

が
、
参
加
者
か
ら
の
「
春
に
も
開
催

し
て
ほ
し
い
」と
い
う
要
望
に
応
え
、

２
０
１
７
年
は
春
の
体
験
プ
ロ
グ
ラ

ム
に
初
挑
戦
。
７
つ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

が
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
美
郷
に
住
ん
で
い
な
が
ら
今
ま
で

知
ら
な
か
っ
た
事
や
体
験
し
た
こ
と

の
な
い
事
、
そ
し
て
素
晴
ら
し
い
案

内
人
が
い
る
こ
と
を
知
る
チ
ャ
ン
ス

で
す
。

　
「
美
郷
町
に
は
何
も
な
い
」。
決
し

て
そ
ん
な
こ
と
あ
り
ま
せ
ん
。ぜ
ひ
、

み
ち
く
さ
し
て
美
郷
の
魅
力
を
再
発

見
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

◀パンフレットは、この広報紙
と一緒に配布しています

要チ
ェッ
ク！

みさとみちくさ日和
＊担当からひとこと＊

今年はなんと、春・夏・秋それ
ぞれで実施する予定です。夏や
秋に案内人をやってみたい方、
地域の良いものをＰＲするのに
活用したい方おられませんか？
一緒にプログラムを作ってみま
しょう。町内の方が案内人・ス
タッフ・参加者として楽しんで
くださることが大事で、すると
自然に人が集まる元気な町にな
っていくと思っています。

美郷町観光協会
板
いたがき
垣麻

ま
美
み
さん

地域おこし協力隊とし
て平成27年から観光
協会に配属されていま
す。



広報みさと 2017.3 6

やくば通信

美郷町人事行政の運営等の状況について
　地方公務員法等に基づき、平成27年度（一部28年度）の人事行政の運営等の状況の概要を公
表します。（詳しくは、町ＨＰ＜http://www.town.shimane-misato.lg.jp/soshiki/70/73/830/＞に掲載しています。）

◆　職員の任免状況 （単位：人）
区　分 任用（平成28年４月１日） 退職（平成27年度）

採用 昇任 降任 転任 定年 勧奨 自己都合
一般行政職 7 14 − 2 4 1 1
技能労務職 − − − − − − −

　（注）転任は、任命権者間の異動（町長、教育委員会、議会）

◆　採用試験の実施状況（平成27年度）
区分 職種 受験申込者 一次合格者 最終合格者 採用者数

高卒
一般事務 8 3 2 2

一般事務（経験） 5 4 3 3
保健師 1 1 1 1

◆　部門別職員数の状況と主な増減事由　　　　　　　　　　　　　各年４月１日現在
区分

部門
職員数 対前年 主な増減理由平成27年 平成28年 増減数

普
通
会
計
部
門

一
般
行
政
部
門

議　　会 2 2
総　　務 30 32 2 事業の追加、変更等
税　　務 4 4
労　　働 1 1
農林水産 11 7 ▲4 計上部門の変更、事業の統廃合等
商　　工 1 2 1
土　　木 7 9 2 計上部門の変更等
民　　生 15 15
衛　　生 7 7

計 78 79 1
教育部門 10 10
消防部門
小　　計 88 89 1

公
営
企
業
等

病　　院 4 4
水　　道 2 2
下　　水 1 1
そ の 他 3 3
小　　計 10 10

合計 98
［111］

99
［111］ ［0］

職員数は一般職に属する職員（教育
長除く）。

［     ］内は、条例定数の合計。

◆　年齢別職員構成の状況

1

8
8 9 10

8

14 13

8

11

8

1

5
7 7

7

19

7 7

12

16 15

0

5

10

15

20

20歳未満 20～23歳 24～27歳 28～31歳 32～35歳 36～39歳 40～43歳 44～47歳 48～51歳 52～55歳 56～59歳 60歳以上

28年度

23年度

単位：人
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◆　職員の給与等の状況
（１）人件費の状況（普通会計決算）

区　分 住民基本台帳人口
(28年1月1日)

歳　出　額
Ａ

人　件　費
Ｂ

人件費率
Ｂ／Ａ 

（参考）
前年度の人件費率

27年度 5,105人 7,631,131千円 751,152千円 9.84% 12.22%

（２）職員給与費の状況（普通会計決算）
区分 職員数

Ａ
給　　　　　　与　　　　　　費 一人当たり給与費

Ｂ／Ａ給　　料 職員手当 期末勤勉手当 計　Ｂ
27年度 89人 300,198千円 45,649千円 111,181千円 457,028千円 5,135,146 円

　（注）１　職員手当には退職手当は含みません。
　　　 ２　職員数は、平成 28 年４月１日現在の人数です。

（３）ラスパイレス指数の状況 （平成 27 年4月1日時点、単位：％）

95.8

94.4
95.5

96.8

94.5
95.4

96.8

94.8
95.6

98

95.1
95.8

90

95

100

美郷町 類似団体平均 全国町村平均

H24.4.1
H25.4.1
H26.4.1
H27.4.1

（４）給与制度の総合的見直しの実施状況について
給料表の見直し 実施（平成28年4月1日から　平均2%の引き下げ）

◆　職員の平均給与月額、初任給等の状況
（１）職員の平均年齢、平均給料月額及び平均給与月額の状況（平成28年４月１日現在）
　一般行政職

区　　分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額
美郷町 40.8歳 306,811円 370,711円

（２）職員の初任給の状況（平成 28 年4月1日現在）
区　　　分 美　郷　町 島根県 国

一般行政職 大学卒 166,100円 177,830円 176,700円
高校卒 144,600円 145,525円 144,600円

技能労務職 高校卒 139,500円 148,726円 −

◆　特別職等の報酬等の状況（平成28年４月１日現在）　　　　　　　　　  （特記事項）
区　　　分 給料月額等　（　）内は減額後 区　　　分 給料月額等 区　　分 減額率等

給
料

町　長 750,000円 (637,500円)
期
末
手
当

町　長 27年度支給割合 町　長 7.5%
副町長 637,000円 (573,300円) 副町長 2.95月分 副町長 5%

教育長 教育長 5%

報
酬

議　長 293,300円 議　長 27年度支給割合 常勤の特別職等を対
象に、当分の間、給
与の減額措置

副議長 244,400円 副議長 3.35月分
議　員 204,700円 議　員

Ⅲ　職員の勤務時間その他の勤務条件の状況

◆職員の勤務時間
１週間の勤務時間 １日の勤務時間 開始時間 終了時間 休憩時間 休息時間

38時間45分 ７時間45分 ８：30 17：15 12：00～13：00

用語解説
■ラスパイレス指数
　国家公務員の給与水準を100と
して（同職種）、水準の比較する
場合に用いる指数
■給料
　基本給のこと
■給与
　給料と、扶養手当、時間外勤務
手当、管理職手当、特殊勤務手当、
通勤手当、期末手当、勤勉手当、
宿日直手当を合計したもの
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美郷町民交通災害共済の取扱い変更について

お役立てください「ごみの収集日程表」

防ごう！消費者トラブル！！〜ネットショッピング〜

　今まで町が窓口となり、全労済の
専用パンフレットで取扱いをしてい
た「美郷町民交通災害共済」ですが、
全労済の加入方法の変更により、現
在の「美郷町民交通災害共済」は平
成28年度末の満期で終了し、全国
共通の「交通災害共済」に移行しま
す。
　掛金・保障の内容、手続きの方法
も変わります。引き続き加入をご希
望の方は、受付窓口または郵送・振
込による手続きにてお申し込みくだ
さい。

　「一般家庭ごみの収集日程表」（29年４月～ 30年３月収集分）
を、３月の自治会配布を通じて各世帯にお届けしています。ご
家庭の見やすい場所に貼るなどして、ごみ出し時にお役立て下
さい。
ご注意：これまでは年間２回（９月と３月）配布していました
が、今回から、３月に１年分の日程表（両面印刷）をお届けす
ることになりました。

孫娘が欲しがっているランドセルを
インターネットで探したら、定価6
万円のところ半額で販売しているサ
イトを見つけ、希望の色もあったの
で申し込んだ。
翌日、受注メールが届き、振込先口
座が記載されていたので振り込ん
だ。振り込み確認後、1週間で届く
はずが1カ月経っても届かない。
その後、メールや申し込みフォーム
から催促をしても返信がない。サイ
トにも住所、電話番号は書かれてい
ない。詐欺サイトだったのか･･････

★商品が届く前に代金を支払ってしまうと、トラブルがあった場合
に被害金を取り戻すことが難しくなります。前払いによる購入は
十分注意しましょう。

★インターネット通販では、サイト内に事業者の名称、所在地等を
表示しなければなりません。それらの表示のないサイトでの買い
物はやめましょう。 

困った時には
消費者ホットライン！
全国どこからでも　１８８

（１）受付窓口での手続き
　　日程：３月23日㈭、24日㈮
　　　　　午前11時～午後３時
　　場所：みさと館１階　会議室１

（２）郵送・振込での手続き
　　 現在加入中の方は、全労済から個別にお送りしている案内をご覧

ください。

▼問い合わせ先
　全労済島根県本部西部支所　☎０８５５－２３－６０３１
　美郷町役場総務課　☎７５－１２１１

総務課
☎７５－１２１１

住民課
☎７５－１２１３

住民課
☎７５－１２１３

しっかり
ゴミを
分けよう



広報みさと 2017.39

やくば通信

No.124健康
まめ知識

今年の検診（健診）は今年のうちに！！

紹介状が届いたら・・・
精密検査に行きましょう！！

●がん年齢調整死亡率（75歳未満）
H22：H20～ H24  Ｈ23：Ｈ21～Ｈ25 　H24：H22～ H26　それぞれ5年間の平均値

健康福祉課　　　電話　７５－１９３２

　今年の検診（健診）の結果はいかがでしたか？「要精密検査」の結果にもかかわらず、ほったらかしにして
はいませんか？島根県では毎年約200人の働き盛りの人が「がん」で亡くなっています。

『要精密検査』・・・
　これは「がんを含めた疾病の疑いがある」ということで、疾患を早期に発見するため受けていただくものです。
　がんは自覚症状がないまま進行していくため、早く見つけるためには「定期的ながん検診」と「精密検査の
実施」が大切です。

美郷町ではどんながんで亡くなる人が多いでしょう・・・？
男性では　１位　胃がん　　　　　　女性では　　１位　大腸がん
　　　　　２位　肝がん　　　　　　　　　　　　２位　肝がん
　　　　　３位　大腸がん　　　　　　　　　　　３位　乳がん

精検に行く
時間がない 結果が悪かっ

たら怖い・・・

来年の検診（健
診）で受ければ
いいや・・・

男性では胃がんが１位

女性では大腸がんが１位
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お
知
ら
せ

ひ
と
り
親
家
庭
法
律
相
談

　

島
根
県
で
は
、
県
内
在
住
の
母
子
家
庭

の
母
、
父
子
家
庭
の
父
、
及
び
寡
婦
の
方

を
対
象
と
し
た
無
料
法
律
相
談
を
行
っ
て

い
ま
す
。

○
内
容
（
要
予
約
）

養
育
費
、
財
産
分
与
、
消
費
者
金
融
な

ど
、
法
律
的
な
知
識
を
必
要
と
す
る
問

題
に
弁
護
士
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

○
日
時
（
１
人
30
分
）

奇
数
月
第
４
水
曜
日
：
13
時
30
分
〜
15

時
30
分

○
場
所　

い
わ
み
ー
る
（
浜
田
市
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

一
般
財
団
法
人
島
根
県
母
子
寡
婦
福
祉

連
合
会

☎
０
８
５
２
－
３
２
－
５
９
２
０

募　
集

自
衛
隊
幹
部
候
補
生
、
技
術
幹
部
候

補
生

　

一
般
大
学
か
ら
進
む
幹
部
候
補
生
コ
ー

ス
で
す
。
海
上
・
航
空
自
衛
隊
の
飛
行
要

員
及
び
海
上
の
技
術
要
員
が
含
ま
れ
ま
す
。

　

採
用
と
同
時
に
陸
・
海
・
空
曹
長
に
任

命
さ
れ
、
幹
部
候
補
生
と
し
て
一
定
期
間

の
教
育
を
受
け
た
後
、
大
卒
程
度
合
格
者

は
３
等
陸
・
海
・
空
尉
に
昇
任
、
院
卒
程

度
合
格
者
は
２
等
陸
・
海
・
空
尉
に
昇
任

し
、
幹
部
自
衛
官
と
な
り
ま
す
。

　

幹
部
自
衛
官
に
な
る
に
は
、「
幹
部
候

補
生
」
と
し
て
、
そ
の
養
成
機
関
で
あ
る

「
幹
部
候
補
生
学
校
」
で
必
要
な
知
識
・

技
能
を
習
得
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
幹

部
候
補
生
学
校
を
卒
業
後
、
部
隊
に
初
級

幹
部
と
し
て
配
属
さ
れ
、
実
践
と
教
育
を

通
じ
て
さ
ら
な
る
ス
キ
ル
の
向
上
に
努
め

ま
す
。

○
幹
部
候
補
生
に
関
す
る
身
分
・
待
遇

身
分　

特
別
職
国
家
公
務
員

初
任
給　

大
学
卒
２
２
０
，
３
０
０
円

（
平
成
28
年
２
月
１
日
現
在
・
他
諸
手

当
有
り
）、
大
学
院
卒
２
４
１
，
４
０

０
円
（
平
成
28
年
２
月
１
日
現
在
・
他

諸
手
当
有
り
）

○
受
付
期
間　
３
月
１
日
㈬
か
ら
５
月
５

日
㈮
締
切
日
必
着

○
応
募
資
格　

20
歳
以
上
26
歳
未
満
の
人

（
20
歳
以
上
22
歳
未
満
の
人
は
大
卒（
見

込
含
）、修
士
課
程
修
了
者
等（
見
込
含
）

は
28
歳
未
満
）

○
採
用
試
験

第
１
次
試
験　

筆
記
試
験
（
飛
行
要
員

は
筆
記
試
験
及
び
操
縦
適
性
検
査
）

・
筆
記
試
験　

５
月
13
日
㈯

☎
０
８
５
２
－
２
１
－
０
０
１
５

 http://w
w

w
.m

od.go.jp/pco/shim
ane

予
備
自
衛
官
補

　

自
衛
隊
の
役
割
の
多
様
化
等
を
受
け
、

民
間
の
優
れ
た
専
門
技
能
を
有
効
に
活
用

し
得
る
よ
う
予
備
自
衛
官
制
度
へ
公
募
制

（
予
備
自
衛
官
補
制
度
）
を
平
成
14
年
度

に
導
入
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
自
衛
官
と
し
て
の
勤
務

歴
が
な
い
方
々
で
も
予
備
自
衛
官
に
任
用

さ
れ
る
チ
ャ
ン
ス
が
開
け
ま
し
た
。

・
筆
記
式
操
縦
適
性
検
査　

５
月
14
日

㈰
（
飛
行
要
員
希
望
者
の
み
）

第
２
次
試
験　

小
論
文
試
験
・
口
述
試

験
・
身
体
検
査

　

６
月
13
日
㈫
か
ら
６
月
16
日
㈮
の
う

ち
指
定
す
る
日

○
試
験
場
所　

第
１
次
試
験　

受
付
時
に

通
知
（
筆
記
式
操
縦
適
性
検
査
は
松
江

地
方
合
同
庁
舎
）、第
２
次
試
験　

別
示

○
採
用
時
期　

平
成
30
年
３
月
下
旬
か
ら

４
月
上
旬

▼
問
い
合
わ
せ
先

自
衛
隊
島
根
地
方
協
力
本
部
募
集
課

平成29年度から

病後児保育を開始します！
●子どもを預けられる日
　月曜日から金曜日
●子どもを預けられる時間
　午前８時30分～午後５時15分
●利用料金
　子ども１人につき、１時間あたり150円（１日あたり
1,000円）
●対象
　町内に住所がある病気回復期の満１歳から小学６年生
までの子ども
●定員
　１日につき２人以内
●場所
　大和事務所内

※事前登録が必要です。
担当：健康福祉課 子育て支援係

☎０８５５－７５－１９３１
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美
郷
町
簡
易
水
道
の
水
質
検
査
結
果

検査実施（２月22日） 結　　　　果 評価 対応
粕渕・浜原簡易水道 基準値超過及び異常なし 適合 ―
吾郷地区簡易水道 基準値超過及び異常なし 適合 ―
別府地区簡易水道 基準値超過及び異常なし 適合 ―
君谷地区簡易水道 基準値超過及び異常なし 適合 ―
酒谷地区簡易水道 基準値超過及び異常なし 適合 ―
石原地区簡易水道 基準値超過及び異常なし 適合 ―
潮 地 区 簡 易 水 道 基準値超過及び異常なし 適合 ―
都 賀 行 簡 易 水 道 基準値超過及び異常なし 適合 ―
比之宮地区簡易水道 基準値超過及び異常なし 適合 ―
都 賀 簡 易 水 道 基準値超過及び異常なし 適合 ―
※なお、検査結果の詳細は、ホームページで公表しています。
▶問い合わせ先　役場建設課（☎７５- １２１５）

な
ど
詳
細
に
つ
い
て
は
受
験
案
内
で
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

●
警
察
官
（
大
学
卒
）

【
第
１
回
】

受
付
期
間　

３
月
16
日
㈭
〜
４
月
24
日

㈪第
一
次
試
験
日　

５
月
14
日
㈰

【
第
２
回
】

受
付
期
間　

５
月
15
日
㈪
〜
６
月
14
日

㈬第
一
次
試
験　

７
月
９
日
㈰

●
警
察
官
（
高
校
卒
業
程
度
）

受
付
期
間　

７
月
24
日
㈪
〜
８
月
25
日

㈮第
一
次
試
験　

９
月
17
日
㈰

●
警
察
事
務
（
大
学
卒
業
程
度
）

受
付
期
間　

５
月
８
日
㈪
〜
５
月
26
日

㈮第
一
次
試
験
日　

６
月
25
日
㈰

▼
問
い
合
わ
せ
先

採
用
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
１
２
０
－
０
３
２
－
７
６
４

島
根
県
警
察
本
部
警
務
課
人
事
係

☎
０
８
５
２
－
２
６
－
０
１
１
０

○
応
募
資
格

一
般
公
募　

18
歳
以
上
34
歳
未
満
の
人

（
平
成
29
年
７
月
１
日
現
在
の
年
齢
）

技
能
公
募　

18
歳
以
上
で
、
国
家
免
許

資
格
等
を
保
有
す
る
技
能
に
応
じ
、
36

歳
か
ら
55
歳
未
満
の
者
（
平
成
29
年
７

月
１
日
現
在
の
年
齢
）。
そ
の
他
に
も

資
格
要
件
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、

お
問
合
わ
せ
下
さ
い
。

○
受
付
期
間

一
般
公
募
・
技
能
公
募　

４
月
７
日
㈮

締
切
日
必
着

○
採
用
試
験

一
般
公
募
・
技
能
公
募　

４
月
15
日
㈯

か
ら
４
月
16
日
㈰
の
間
の
指
定
さ
れ
た

１
日

○
試
験
場
所

一
般
公
募　

陸
上
自
衛
隊
出
雲
駐
屯
地

技
能
公
募　

別
途
各
人
に
通
知

▼
問
い
合
わ
せ
先

自
衛
隊
島
根
地
方
協
力
本
部
募
集
課

☎
０
８
５
２
－
２
１
－
０
０
１
５

http://w
w

w
.m

od.go.jp/pco/shim
ane

警
察
官
、
警
察
事
務

　

警
察
官
と
警
察
事
務
の
採
用
試
験
を
行

い
ま
す
。
試
験
に
よ
っ
て
は
実
施
し
な
い

こ
と
や
変
更
す
る
場
足
が
あ
り
ま
す
。
各

試
験
の
実
施
の
有
無
、
日
程
、
募
集
職
種

平成29年度補聴器相談会日程表
中国補聴器センター 西日本補聴器

住所
〒693-0001

出雲市今市町1028-1
〒697-0026
浜田市田町1655

電話
0853-20-1345
0120-13-0005

0855-23-3388

ＦＡＸ 0853-20-1198 0855-23-3395

場所 美郷町保健福祉センター
１階　保健指導室

美郷町保健福祉センター
１階　保健指導室 大和事務所

時間 13：30～15：30 13：00～14：30 15：30～16：30

4月 13日㈭

5月 26日㈮

6月 15日㈭ 22日㈭

7月

8月 10日㈭ 25日㈮

9月 21日㈭

10月 12日㈭

11月 16日㈭

12月 12日㈫ 14日㈭

1月 25日㈭

2月 15日㈭ 23日㈮

3月

！お知らせ！
会場や日時の変更は、

広報やＩＰ告知放送でお知らせいたします。

お問い合わせ：美郷町福祉事務所（健康福祉課内）
TEL：０８５５－７５－１９３１
FAX：０８５５－７５－１５０５
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まちかどウォッチング

　齋藤茂吉鴨山記念館で第26回目となる鴨山カルタ会を開催
しました。
　例年、１月に開催していましたが、天候不良のため、日程
を延期し、２月の開催となりました。
　ふるさとカルタの部の参加者は小学生９名、百人一首の部
の参加者は、小学生９人、一般は６名でした。
　例年になく百人一首の部の参加者が多く、静まりかえった
会場の中、熱い戦いが繰り広げられました。
　入賞者は次の通りです。

　ふるさと美郷の人づくり・まちづくりフォーラムを開催しま
した。島根県教育魅力化特命官の岩本悠さんにお越しいただき、

「教育魅力化と地方創生プロジェクト」と題した講演と「美郷
町における教育の魅力とは」という内容の熟議をしていただき
ました。
　フォーラムには住民、教育関係者など約80名が参加。14の班
に分かれ、美郷町の教育の良いところや課題などを話し合いま
した。参加者からは「地域の自分たちのあり方について再認識
した」「学校教育だけでなく地域が一体になって取り組みたい」
などの感想がありました。

▲美郷の好き度を手の角度で表してみよう！

▲島根県教育魅力化特命官の岩本悠さん

▲他の方の意見を聞くのはとても刺激になります

▲寒さに負けない熱い戦いでした

▲今年は大和地域からの参加が多数ありました

2/12日白熱！第26回鴨山カルタ会

教育の魅力化について考える

【ふるさとカルタの部】
　◎小学生低学年の部　１位　田　原　紗　季（大和小２年）
　　　　　　　　　　　２位　𠮷　野　瑞　生（邑智小２年）
　◎小学生中学年の部　１位　玉　岡　知恵子（大和小４年）
　　　　　　　　　　　２位　原　野　裕　生（邑智小４年）
　　　　　　　　　　　３位　中　村　ありあ（大和小４年）

【百人一首の部】
　◎小学生の部　１位　大　畑　朱　音（大和小５年）
　　　　　　　　２位　池　永　唯　香（大和小５年）
　　　　　　　　３位　高　橋　咲　妃（大和小５年）
　◎一般の部　　１位　芦　矢　裕美子（邑智鴨山カルタ会）
　　　　　　　　２位　芦　矢　敦　子（邑智鴨山カルタ会）
　　　　　　　　３位　堀　　　千　春（清風南海高校）

2/3金
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まちかどウォッチング

　美郷町国際友好協会の主催で今年度２回目の
ワールドキッチンが開催されました。美郷町はバ
リ島と友好提携を結んでいることから、今回はイ
ンドネシア料理に挑戦しました。
　講師は広島市でバリ料理店を営むイ ワヤン ス
ラスナさん。生春巻きやナシゴレン、ターメリッ
クやチャツメなどのスパイスを使った鶏肉のココ
ナッツ煮込みなどを作りました。参加者からは

「また参加したい」「とても美味しかった」と好評
の料理教室となりました。

　ALTのテイラー・ドラーンさんを講師に迎え、
国際理解促進フォーラムが開催されました。美郷
町国際友好協会が主催の事業です。アメリカ合衆
国ノースカロライナ州出身のテイラーさんが、日
本に来て感じたことやアメリカとの違いを丁寧に
説明しました。
　質問タイムが30分設けられていましたが、参加
者から次々と質問が飛び出し、時間が足りないく
らいでした。

インドネシア料理に挑戦！ワールドキッチン

国際理解促進フォーラム　大和小３年生15名が社会科の授業を都賀行隣保
館で行いました。「昔の生活を知ろう」という内
容で、地元の方々や先生が持ち寄った昔の道具を
実際に触ったり身に付けたりして使い方を教わり
ました。
　農機具、はかり、蓑や笠など初めて目にするも
のがたくさんあり、児童たちは興味津々。
　わら縄作りの体験コーナーなどもあり、昔の人
びとがどんな暮らしをしていたのか、地域の方と
触れ合いながら楽しく勉強しました。

地域の人に教わる「昔の生活」

　みさと館で平成28年度美郷大学卒業式を行いま
した。今年度は11名の受講生が約９か月間にわ
たって学び、お互いに親交を深めました。
　式では卒業生代表の川⻆義信さんが「学んだこ
とを財産とし、自らの持つ知識や経験を活かし美
郷町のために尽力します」と謝辞を述べ、11名は
今後の活躍を誓い合いました。
　また、式の後の茶話会は終始笑顔の絶えない和
やかな空気で新たにできた仲間たちと今後も交流
を続けていくことを約束しました。

美郷大学卒業式を挙行しました

▲ワヤンさんが丁寧に教えてくれ
ました

▲美郷大学が楽しくて３回目の卒
業を迎える方もおられました

▲テイラーさんがわかりやすく
アメリカとの違いを説明

▲早く食べたいところを
記念撮影▲謝辞を述べる川角さん

▲これはどうやって使うのか
な？

▲みんなで楽しくゲームをする場
面も

▲難しいけどコツをつかめば早く
きれいにできるぞ！

2/26日

2/5日

3/1水

2/3金
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美郷の人びと

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

平
成
28
年
度

優
良
公
民
館
及
び
公
民
館
職
員
表
彰

［
県
教
育
長
表
彰
］

比
之
宮
公
民
館　
桐
場
陽
子…

主
事

第
20
回

島
根
県
立
石
見
武
道
館
少
年
剣
道
大
会

全
国
選
抜
国
体
強
化

　
　
　
　
第
47
回
久
枝
剣
道
大
会

個
人
戦　
小
学
生
低
学
年
の
部

第
３
位　
檜
垣　
翔
希
さ
ん

（
木
積
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
）

　

比
之
宮
公
民
館
の
桐
場
陽
子
主
事
が
公
民

館
職
員
表
彰
［
県
教
育
長
表
彰
］
を
受
賞
し
、

2
月
16
日
㈭
に
島
根
県
民
会
館
で
表
彰
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
公
民
館
活
動
に
顕
著
な
功
績
が

あ
っ
た
者
を
表
彰
す
る
も
の
で
あ
り
、
比
之

宮
公
民
館
が
多
世
代
の
つ
な
が
り
を
つ
く
る

公
民
館
活
動
を
展
開
し
て
い
る
こ
と
や
、
地

域
の
多
く
の
方
の
協
力
を
得
な
が
ら
野
外
宿

泊
体
験
活
動
を
実
施
し
て
い
る
こ
と
な
ど
が

評
価
さ
れ
て
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

　

比
之
宮
公
民
館
の
取
り
組
み
は
、
県
主
催

「
し
ま
ね
の
社
会
教
育
基
礎
講
座
」
お
よ
び

「
ふ
る
さ
と
体
験
活
動
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
に
て

優
良
事
例
と
し
て
実
践
発
表
さ
れ
、
他
市
町

村
の
地
域
活
動
の
模
範
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

２
月
５
日
㈰
に
、
当
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
島
根
県
内

よ
り
５
０
０
名
の
選
手
が
参
加

し
、
小
学
生
低
学
年
、
中
学
年
、

高
学
年
男
女
に
別
れ
個
人
戦
に

よ
る
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま

し
た
。

　

美
郷
町
か
ら
は
木
積
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
、
大
和
剣
友
会
が
参

加
し
、
並
み
居
る
強
豪
選
手
を
相
手
に
大
健
闘
。
各

部
門
に
お
い
て
次
の
と
お
り
入
賞
を
成
し
遂
げ
ま
し

た
。

　

１
月
３
日
㈫
、愛
媛
県
武
道
館
で「
全

国
選
抜
国
体
強
化　

第
47
回
久
枝
剣
道

大
会
」
が
開
催
さ
れ
、
個
人
戦
小
学
生

低
学
年
の
部
で
木
積
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

の
檜
垣
翔
希
さ
ん
（
酒
谷
）
が
第
３
位

に
入
賞
し
ま
し
た
。

　

年
初
め
の
恒
例
の
剣
道
大
会
で
、
今

年
は
21
府
県
、
53
団
体
の
参
加
に
よ
り

盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
惜
し
く
も
優

勝
は
逃
し
ま
し
た
が
、
檜
垣
さ
ん
は
ま

だ
小
学
校
４
年
生
。
今
後
に
大
き
く
期

待
で
す
。

【
低
学
年
Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク
】

優　

勝　

佐
藤
駿
平
（
木
積
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
）

第
３
位　

松
田
美
都
（
木
積
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
）

【
中
学
年
Ａ
ブ
ロ
ッ
ク
】

優　

勝　

檜
垣
翔
希
（
木
積
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
）

【
高
学
年
男
子
】

優　

勝　

山
根
平
（
木
積
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
）

第
３
位　

佐
藤
立
平
（
木
積
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
）

【
高
学
年
女
子
】

第
３
位　

竹
内
紫
奈
乃
（
木
積
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
）

▲受賞の様子▲取り組みのひとつ、キャンプファイヤー

▲りりしい表情の檜垣さん

▲おめでとうございます
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美郷の人びと

三
瓶
高
原
の
白
き
穂
波
の
眼
に
浮
か
ぶ
芒
数
本
談
話

室
に
あ
り
て	

藤
原　
　

章

脳
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
と
言
ひ
て
集
へ
る
週
一
度
会
へ
る

喜
び
学
ぶ
喜
び	

原
野　
　

幸

秋
晴
に
祭
は
や
し
の
音
聞
こ
え
子
の
参
加
せ
し
頃
を

思
へ
り	

藤
田　

幸
子

大
雪
に
虐
げ
ら
れ
し
福
寿
草
屈
め
る
ま
ま
に
て
花
芽

の
見
え
ず	

藤
田
乃
冨
子

幾
年
か
続
け
し
生
花
の
け
い
こ
日
を
忘
る
る
事
な
く

花
鋏
持
つ	

伊
竹　

藤
枝

人
住
ま
ず
な
り
て
久
し
き
隣
家
の
茂
み
に
数
多
木
瓜

の
花
咲
く	

平
石
佳
寿
子

紅
か
な
め
の
根
方
彩
る
石
蕗
は
我
が
足
も
と
を
照
ら

す
が
如
し	

今
馳　

幸
子

選
者   

藤
原
俊
彦　
先
生

石
川
短
歌
会

消防団とは、その地域に「住んでいる」「働いている」人によっ
て構成される町の消防機関です。

　一人ひとりがそれぞれの仕事をもちながら、『自分たちのまち
は、自分たちの手で守る』という心で美郷町では現在275人の団
員が日々活動をおこなっています。
　消火活動や救助活動だけでなく災害を起こさないための火災予
防や防災啓発などどなたでもできることがたくさんあります。

大切なまちや家族を
守りたい想いはひとつ

▼問い合わせ先
　総務課　☎７５－１２１１

<こんな活動をしています>
●災害発生
　火災現場での消火活動をはじめ、江の川の樋門操作、地震や風水害
といった災害発生時の救助・救出、警戒巡視、避難誘導、災害防御な
ど様々な現場で活躍しています。

●消火・防火訓練
　火災消火の基本的な操作の習得を目指すための手順、ポンプ操法の
訓練を平常時に行っています。ポンプ操法は、実際の火災現場での消
火を想定して行われ、全国規模で消防操法大会も実施されています。
災害現場での後方支援や、負傷者の応急救護処置などにも対応できる
よう研修会を開くなど、防火防災訓練にも力を入れています。

●火災予防・啓発活動
　災害発生時以外にも、消防団では幅広い活動を行っています。応急
手当の普及指導、住宅への防火指導、歳末の火災特別警戒、広報活動
などに従事しています。
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人口と世帯
人 口　4,932 人
　男　　2,327人	（−２人）　
　女　　2,605人	（−９人）　
世帯数　2,276世帯（−９世帯）

（　）は先月との比較（住民基本台帳による３月１日現在）

４月の行事予定
１日㈯ おはなし会（みさと本の森）

２日㈰

３日㈪

４日㈫

５日㈬

６日㈭ 交通安全メッセージ伝達式（みさと館）

７日㈮

８日㈯

９日㈰

10日㈪

11日㈫ 邑智小学校・大和小学校入学式
邑智中学校・大和中学校入学式

12日㈬

13日㈭

14日㈮ 出張！みさと本の森（大和事務所）

15日㈯

16日㈰

17日㈪

18日㈫

19日㈬ 行政相談（みさと館）

20日㈭

21日㈮

22日㈯

23日㈰ しゃくなげ祭（シャクナゲパーク）

24日㈪

25日㈫

26日㈬

27日㈭ 出張！みさと本の森（大和事務所）

28日㈮

29日㈯

30日㈰

この仕事をしているとスーツで取材に行くこ
とが多々あります。「それでは撮りまーす！
ニコニコだよ～！」といつものように元気よ
く記念撮影をした数分後のことです。
なんたことかいなぁ！！
パンツスーツの左ポケットのところから10
ｃｍくらい破れていたのです。
しゃがんだ瞬間にお尻の部分がバリっ！とい
う話はよく聞くのですが、音もなくそんなに
豪快に破れているなんて！いつから！？記念
撮影したときはすでに破れていたの！？恥ず
かしくて誰にも確認できませんでした。
式典も終わっていたし、その日は暑くなった
フリして上着を腰に巻いてごまかして帰りま
したとさ。


